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漢
代
辭
賦
の
推
移

「
大
人
賦
」

の
攣
貌
を
中
心

に
ー

中

村

昌

彦

前

漢

辭

賦

文

學

の

隆

盛

は

、

武

帝

期

(
切
・直Q
●
一
幽
O
ー

ゆ
・○
σ
Qo
刈
)

に

あ

り

、

と

り

わ

け

司

馬

相

如

(
切
・
O
」
お

1

切
・O
・
一
一c。
)

の

活

躍

が

群

(1
)

を

抜

く

。

こ

の
隆

盛

を

極

め
る

以

前

、

長

安

以

外

の
地

方

(
江

潅

地

方

)

で

は

サ

ロ
ン
交

學

活

動

が

行

な

わ

れ

、
宮

廷
文

學

と

し

て

ふ

さ

わ

し

い
辭

賦

の

ス

タ
イ

ル
が

磨

き

あ

げ

ら

れ

て

い
た

。

そ

の

ス

タ
イ

ル

の

一
つ

の
完

成

さ

れ

た

型
が

、

枚
乗

(
bu
・○
●
つ
ー
切
9
0
・
一
心O
)

の

「
七

獲

」

で

あ

ろ

う

。

こ

の

「
七

護

」

は
、

や

が

て

枚

乗

と

同

じ

よ

う

に
梁

の
孝

王

の

サ

ロ

ソ
で
學

ん
だ

司

馬

相

如

に

よ

っ
て
、

「
子

虚

・
上

林

賦

」

と

し

て

磨

き

あ
げ

ら

れ

る

。

そ

し

て

こ

れ
が

、

前

漢

末

の
揚

雄

(
¢d
・
O
』
ω
ー
A
・
U
」
。。
)

の
辭

賦

、

更

に

は
後

漢

の

辭

賦

を

代

表

す

る

班

固

(A
・
P

ω
・。
=
8
)

に

よ

っ
て
、

「
爾
都

賦

」

と

し

て
縫

承

さ

れ

て

い
く

。

こ
れ

が

、

漢

代

を

代

表

す

る

辭

賦

文

學

の
本

流

で

あ

る

。

漢

代
辭
賦

の
推
移

(
中
村
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
五
號

こ
れ
と
平
行
し
て

「楚
辭
」
文
學
の
原
始
的

ス
タ
イ
ル
を
ま
ね
た
創
作
活
動
が
あ
る
。
原
始
的
ス
タ
イ
ル
と
は

「
離
騒
」
の
こ
と
を

指
す
。

一
般
に
、
こ
の
創
作
活
動
の
流
れ
は
、
後
漢
の
王
逸

(生
卒
年
不
明
)
の
編
纂
に
な
る

『楚
辭
章
句
』
に
取

ら
れ
た
作
品
を
根

擦

に
考
え
る
。
そ
し
て
、
辭
賦
の
本
流
に
い
る
司
馬
相
如
が
作

っ
た

「
大
人
賦
」
も
、
こ
の

「離
騒
」
の
模
擬
創
作

の
流
れ
の
上
に
あ

(
2
)

る
も
の
で
あ
り
、
具
燈
的
に
は
表
現
、
内
容
の
上
か
ら
す
で
に
先
人
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
「
離
騒
」
中
の
遠
逝
を
テ
ー
マ
に

し

た
部

分
や
、

一
篇
と
し
て
ま
と
ま
り
を
も
つ

「
遠
遊
」
篇
に
關
係
す
る
作
品
で
あ
る
。
そ
の
關
係
の
上
か
ら
見
る
と
、
「楚
辭
」
丈

學

の
原

始

的
ス
タ
イ
ル
で
あ
る

「離
騒
」
、
及
び

「遠
遊
」
篇
は
、
武
帝
期
に
到
り
司
馬
相
如
と
い
う
大
辭
賦
作
家
に
よ

っ
て

「
大

人

賦
」
に

攣
貌
さ
せ
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
攣
貌
の
過
程
に
お
け
る
司
馬
相
如
の
役
割
は
、
「楚
辭
」
の
悲

劇
の

ヒ
ー
ロ
ー
屈
原
を
天
子
に
す
り
替
え
て
、
天
子
を
讃
美
す
る
漢
賦
に
仕
上
げ
た
黙
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
漢
代
辭
賦
の
推
移
の
上
で
多
大
な
役
割
を
果
た
す
司
馬
相
如
の
「大
人
賦
」
も
、
他
の

「
子
虚

・
上
林
賦
」

の
よ
う
に
、
そ
の
後
も
縫
承
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

司
馬
相
如
よ
り
下

っ
て
前
漢
後
期
か
ら
後
漢
を
通
じ
、

な
ん
と

そ

の

「
大
人
賦
」
を
模
擬
し
た
作
品
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
代
り
に
、
「
大
人
賦
」
以

前

の

「遠
遊
」
と

い
う
表
現

ス
タ
イ
ル
を
用
い
た
創
作
が
續
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の

「遠
遊
」
型
の
作
品
は
、
王
褒

(bd
・O
・
ゆ
I
bd
・ρ
①一)
や

劉
向

(ud
・O
・ミ
ー
しu
・○
①
)
等
の
屈
原
賦
模
擬
作
品
を
除
け
ば
、
「
大
人
賦
」
以
前
の
、

例
え
ば

「遠
遊
」
篇
と
比
較
す
る
と
、
作
品
中

の
主
人
公
に
封
す
る
作
者

の
考
え
方
が
異
な
る
。
つ
ま
り
、
司
馬
相
如
に
よ
っ
て

「大
人
」
化
さ
れ
た
屈
原
は
、
も
は
や
作
品
中
の
主

人
公
で
は
な
く
な
り
、
新
た
に
作
者
自
身
が
作
品
中

の
主
人
公
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
作
品
内
部
を
支
え
て
い
た
神

仙
思
想
、
老
荘
思
想
は
、
主
人
公
で
あ
る
作
者
自
身

の
庭
世
を
支
え
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は

一
髄
な
ぜ
で
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あ

ろ
う
か
。
こ
の
論
文
で
は
、
以
上
の
問
題
黙
に
立

っ
て
、
『漢
書
』
(30
)
藝
文
志

・
詩
賦
略
に
見
ら
れ
た
、
「其

後

宋
玉
v
唐
勒
、
漢

興
枚
乗
、
司
馬
相
如
、
下
及
揚
子
雲
、
競
爲
修
麗
闊
術
之
詞
、
没
其
風
諭
之
義
。」
と
い
う
前
漢
末
の
辭
賦
文
學
に
樹
す
る
反
省

的
見

解

以
後
、
ど
の
よ
う
に
後
漢
の
辭
賦
文
學
、
特
に
班
固
の
辭
賦
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
か
を
探

っ
て
み
た
い
。

『後
漢
書
』
(40
・
上
)班
固
傳

に
は
、
「
固
(班
固
)
感
前
世
相
如
、
壽
王
、
東
方
之
徒
、
造
携
文
辭
、
終
以
調
勧
、

乃
上

『雨
都
賦
』」

と
だ
け

い
い
、
ま
た
班
固
の
作
と
さ
れ
る

『文
選
』
爾
都
賦
序
に
お
い
て
も
、
「故
言
語
侍
從
之
臣
、
若
司
馬
相
如
、
吾
丘
壽
王
、
東
方

朔
、
枚
泉
、
王
褒
、
劉
向
之
屡
、
朝
夕
論
思
、
日
月
献
納
、
而
公
卿
大
臣
、
御
史
大
夫
椀
寛
、
太
常
孔
藏
、
太
中
大
夫
董
仲
艀
、
宗
正

劉
徳
、
太
子
太
傅
薫
望
之
等
、
時
時
聞
作
。
或
以
拝
下
情
而
通
誠
論
、
或
以
宣
上
徳
而
鑑
忠
孝
、
雍
容
楡
揚
、
著
於
後
嗣
、
抑
亦
雅
頬

之

亜
也
。」
と
だ
け
し
か
い
わ
な
い
よ
う
に

「
詩
賦
略
」
の
反
省
的
見
解
以
後
、
班
固
ま
で
の
情
況
に
つ
い
て
、
「詩

賦
略
」
編
纂
の
責

任
者
で
も
あ
る
班
固
は
、
特
に
何
も
言
及
せ
ず
に
自
己
の
辭
賦
創
作
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

し
か
ら
ば
、
實
際
、

前
漢
末
か
ら

班

固

の
塵
女
作
、
「
幽
通
賦
」
ま
で
に
作
ら
れ
た
辭
賦
の
表
現
ス
タ
イ
ル
、
思
想
性
を
検
討
し
て
み
な
い
か
ぎ

り
、
そ
の
班
固
に
よ
る
具

(
3
)

膣
的
な
説
明
が
な
い
情
況
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
期
間
は
、
辭
賦
文
學
が
急
激
に
牧
束
し
て
し
ま

っ
た
時
で

あ

り
、
王
葬

(切
・O
・&
ー
〉
・O
・器
)
と
い
う
革
新
勢
力
が
撞
頭
し
た
時
で
も
あ
る
。
武
帝
、
宣
帝
時
代
の
よ
う
に
辭
賦
文
學
の
花
開
い

た
時
勢
と
は
違
い
、
宮
廷
文
學
を
玩
ぶ
暇
さ
え
許
さ
れ
な
い
緊
迫
し
た
時
勢
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
勢
を
考
慮

し
な
が
ら
先
に
提

出

し
た
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

勿

漢
代
辭
賦
の
推
移

(中
村
)



中
國
文
學
論
集

第
十
五
號

二

お

ま

ず

最

初

に
問

題

と

し

た

、

な

ぜ

「
大

人

賦

」
が

漢

代

に

お

い

て
後

の
模

擬

作

品

を

生

み
出

さ

な

か

っ
た

の
か

に

つ

い
て

考

え

て

み

た

い
O

武

帝

期

に

司

馬
相

如

が

「
大

人
賦

」

を
作

り
、

こ

の

「
大

人
」

が

、

絶

大

な

る
武

帝

権

力

を

象

徴

し

た

。

た

と

え
ば

、
唐

の
顔

師

古

(
〉
・O
・α
。。
一1
①
&
)
は

、

『
漢

書

』

(
57

.
下
)

司

馬

相

如
傳

の
中

で
、

こ

の

「
大

人
」

を

「
大

人

、

以

論

天

子

也

。」

と

注

す

る

が

ご

と

く

、

「
大

人

」

は
武

帝

の
明
白

な

比

喩

で
あ

っ
た

。

い
ま

、
文

學

・
思

想

の
上

か

ら

こ

の

「
大

人

賦

」

を

見

た

場

合

、

「
遠

遊

」

篇

の
も

(4
)

つ
神
仙
的
、
老
荘
的
思
想
の
延
長
上
に
こ
の

「大
人
賦
」
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
先
人
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ

ろ
う
。

こ
こ
で
再
び
こ
の

「大
人
賦
」
を
そ
の
當
時
に
立
ち
返

っ
て
捉
え
て
み
る
と
、
こ
の
賦
が
、
あ
ま
り
に
も
武
帝
と

い
う
傑
出
し
た
天

子
を
超
人
的
能
力
の
持
ち
主
と
し
て
、
賦
中
の
主
人
公
に
し
て
し
ま

っ
た
た
め
に
、
そ
れ
以
外
の
何
者
に
も

「大
人
」
を
適
鷹
で
き
な

か

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
『漢
書
』
(57
.
下
)
司
馬
相
如
傳
に
は
、
こ
の

「大
人
賦
」
が
世
上
に
生
ま
れ
出
た
経

緯

に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
あ
る
。

相
如
拝
爲
孝
文
園
令
。
上
既
美

「
子
虚
」
之
事
。
相
如
見
上
好
傳
、
因
日
、

「
『上
林
』
之
事
、
未
足
美
也
。
尚
有

靡

者
。
臣

(
5
)

嘗
爲

『大
人
賦
』
、
未
就
、
請
具
而
奏
之
。」
相
如
以
爲
列
偲
之
傳
居
山
澤
間
、
形
容
甚
膠
、
此
非
帝
王
之
傳
意

也
。
乃
途
奏

『大

人
賦
』
。

つ
ま
り
、
相
如
は
、
神
仙
に
あ
こ
が
れ
る
武
帝
の
好
尚
に
ぴ

っ
た
り
迎
合
し
た
賦
を
作
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
目
的



は
十
分
に
途
げ
ら
れ
た
よ
う
で
、
同
じ
司
馬
相
如
傳
で
は
賦
を
奏
し
終

っ
た
後

の
天
子
の
様
子
を

「天
子
大
説
、
瓢
瓢
有
陵
雲
氣
、
游

天
地
之
間
意
。」
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
も
神
仙
に
没
頭
す
る
武
帝
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
「大
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
が
合
致
し
た
が
た

め

に
、
逆
に
漢

代
辭
賦
の
上
で
は
、
武
帝
以
外
に

「大
人
」
を
も

っ
て
賦
し
た
も
の
が
再
び
作
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
は
、
武
帝
と
い
う
賦

さ
れ
る
封
象
の
特
異
性
か
ら
考
え
た
も
の
で
あ
る
が
、

一
方
、
こ
の
賦
を
支
え
る
思
想

の
上
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
ま
た
別
の
理
由
が

考

え
ら
れ
る
。

司
馬
相
如
は
、
「
離
騒
」
或
い
は

「遠
遊
」
篇

の
主
人
公
で
あ
る
屈
原
を
、
天
子
に
す
り
替
え
て

「大
人
」
と
し
た
こ
と
は

す

で
に

述

べ
た
。
司
馬
相
如
は
、
武
帝
を
讃
え
る
た
め
、
「
大
人
賦
」

の
中
で

「大
人
」
を
萬
物
の
絶
封
者
と
し
て
い
る
。
し

か

し
、
そ
れ
は

辭
賦
の
世
界
に
お
け
る
象
徴
で
あ

っ
て
、
現
實
社
會
の
上
で
政
治
は
も
と
よ
り
、
天
文
現
象
、
人
間
の
生
死
等
の
萬
事
を
支
配
す
る
絶

樹
者
に
は
な
り
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
當
時
は
す
で
に
、
政
治
理
論
も
含
め
て
司
馬
遷

(ゆ
・(O
●一蒔αー
ゆ
・()●00①
つ
)
や
董

仲
箭

(しd
・O
」
お

ー
しd
・Ω
一9
)
等
の
著
作
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
天
道
」
或
い
は

「天
命
」
と
い
う
天
子
以
上
の
力
の
存
在
に
封
す

る
議
論
が

な
さ
れ

て
掩

・
こ
れ
は
次
第
に
思
想
性
を
深
め
・
前
漢
王
朝
の
衰
退
と
と
も
に
現
實
的
な
影
響
力
を
も
ち
、
政
治
思
想
と

藍

化
し
て
し
ま

う

。

王
葬

政

権

(
A
・U
・㊤
1
器

)

の
確

立

に
と

も

な

う
識

緯

思
想

の
流

行

が

そ

れ

で
あ

る
。

そ

の

よ
う

な

「
天

人

合

一
」

の

思

想

を

十

(7
)

分

了
解
し
、
そ
れ
を
辭
賦
創
作
の
上
に
も
反
映
さ
せ
た
の
が
揚
雄
で
あ

っ
た
。
揚
雄
は
、
最
初
、
司
馬
相
如
を
も
凌
駕

す

る
が

ご
と

く
、
そ
の
文
才
を
め
ざ
ま
し
い
勢
い
で
辭
賦
創
作
に
注
い
だ
。
が
、
こ
の
よ
う
な
揚
雄
も
、

つ
い
に

「大
人
賦
」
を
作
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
は
、
後
に

『
太
玄
経
』
と
い
う

『
周
易
』
に
倣

っ
た
書
物
を
作

っ
た
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
萬
物
の
現
象
を

漢
代
辭
賦
の
推
移

(中
村
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
五
號

「
幽
玄
」
の
原
理
に
基
づ

い
て
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
と
關
係
す
る
。

つ
ま
り
、

一
代
の
天
子
を

「
大
人
」
に
見
立
て
、
自
由
自

在

な
遠
遊
を
さ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
天
子
そ
の
も
の
、
或
い
は
修
正
す
べ
き
國
政
の
あ
り
方
に
野
し
、
正
し
い
批
判
を
浴
び
せ
る
こ

と

は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
揚
雄
は
、
そ
の
考
え
に
よ
り
、
自
ら
が
師
と
し
て
抑
い
だ
司
馬
相
如
の

「大
人
賦
」
を
評

し

て
次
の
よ
う
に
い
う
。

雄

(揚
雄
)
以
爲
賦
者
、
將
以
風
也
、
必
推
類
而
言
、
極
麗
靡
之
辭
、
閥
修
鍾
衛
、
競
於
使
人
不
能
加
也
、
既
乃
蹄
之
於
正
、

然
覧
者
巳
過
　
。
往
時
武
帝
好
神
仙
、
相
如
上

「大
人
賦
」
、
欲
以
風
、
帝
反
標
標
有
陵
雲
之
志
。
蘇
是
言
之
、
賦
勧
而

不

止
、

明
　
。
(『漢
書
』〈
80
・
下
〉
揚
雄
傳
)

こ
の
よ
う
に
揚
雄
は
、
特
に

「
大
人
賦
」
に
お
け
る
調
諌
的
効
用
の
な
さ
を
非
難
し
て
い
る
。
結
局
こ
れ
も
、
揚
雄
の

『太
玄
経
』

を
は
じ
め
と
す
る
學
問
上
の
観
黙
か
ら
見
た
辭
賦
に
樹
す
る
批
判
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
治
思
想
に
か
ら
む
揚
雄
の
思
想
研
究
か
ら
み

て
、
す
で
に
絶
樹
者
た
る

「大
人
」
は
、
辭
賦
に
は
存
在
し
え
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
揚
雄
は
そ
の
こ
と
を
、
晩
年

の
作
で
あ
る

「太

玄
賦
」
の
中
で
訴
え
て
い
る
。
「
観

『
大
易
』
之
損
盆
号
、
覧

『老
氏
』
之
俺
伏
。
省
憂
喜
之
共
門
号
、
察
吉
凶
之
同
城
」
で

始

ま
る

「
太
玄
賦
」
は
、
『太
玄
経
』
を
根
底
に
し
た

「幽
玄
」
の
理
念
を

「遠
遊
」
型
の
辭
賦
燈
で
解
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本

文

を

総
括
す
る

「
L爲
」
に
お
い
て
、
「大
人
」
の
本
來
の
姿
で
あ

っ
た
屈
原
を
否
定
し
、
「太
玄
」
を
重
硯
す
る
揚
雄
自
身

の
態
度
を
次
の
様

に
明
確
に
打
ち
出
す
。
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屈
子
慕
清

屈
子
清
を
慕
ひ

葬
魚
腹
号

魚
腹
に
葬
ら
る



何
足
稔
号

何
ぞ
稔
す
る
に
足
ら
ん

我
異
干
此

我
此
れ
に
異
な
り

執
太
玄
号

太
玄
を
執
る

こ
の
よ
う
に
、
司
馬
相
如
を
慕
う
揚
雄
で
す
ら

「
大
人
賦
」
を
模
作
し
え
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
窮
極
的
に
は

「
大
人
」
が
當
時
の
政
治
思
想
の
上
か
ら
、
絶
封
性
を
有
す
る
者
で
は
な
い
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

「
太
玄
」
を
主
張

す

る
際
、
だ
し
に
使
わ
れ
た
屈
原
は
、
政
治
思
想
に
か
ら
む
揚
雄
の
學
問
的
研
究
の
上
で
、
か
な
り
重
要
な
批
判
の
樹
象
と
な

っ
て
い

た
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
「
大
人
賦
」
を
模
作
し
え
な
か

っ
た
理
由
が
、

一
方
で
こ
の
屈
原
批
判
と
關
係
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
次
に
、

こ
の
こ
と
を
揚
雄
の
作
品
全
艦
の
性
格
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

「離
騒
」
を
は
じ
め
と
し
た

「屈
原
賦
」
の
整
理
編
纂
に
つ
い
て
は
、
劉
向
の
死
亡
年

(緩
和
元
年

炉
O
・。。)
ま
で
に
は
少
く
と
も

(8
)

「
屈
原
賦
」
二
十
五
篇
が
ま
と
め
ら
れ
、
清
の
顧
實
が
い
う
よ
う
に
、
「離
騒
」

一
篇
、
「
九
歌
」
十

一
篇
、
「
天
間
」

一
篇
、
「九
章
」

九
篇
、
「
遠
遊
」
・
「
卜
居
」
・
「
漁
父
」
三
篇
を
も

っ
て
そ
れ
が
構
成
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
司
馬
相
如
の
辭

賦

は
、
こ
の

「屈
原

賦
」
の
屡
と
し
て

「詩
賦
略
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
す
る
と
、
武
帝
期
に
あ

っ
て
輝
か
し
い
活
躍
を
し
た
司
馬
相
如
も
、

「
詩
賦
略
」
で
は

「屈
原
賦
」
の
系
譜
の
上
に
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
詩
賦
略
」
中
で
は
、
「
屈
原
賦
」

の
周
以
外
を
、

「
陸
頁
賦
」
の
屡
、
「
孫
卿
賦
」
の
屡
、
「
雑
賦
」
の
屑
に
分
類
し
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
分
類
上
の
基
準

は

不

明

確

で
あ

漢
代
辭
賦
の
推
移

(中
村
)
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る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
作
品
の
表
現
法
や
内
容
の
類
似
性
か
ら
す
れ
ば
、
顧
實
の
考
え
る
よ
う
な
根
擦
が
確
か
に
あ

っ
た

で
あ
ろ

う
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
、
揚
雄
が

「揚
雄
賦
」
十
二
篇
と
し
て

「陸
質
賦
」
の
屡
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本
來
、
司
馬
相
如
を
師
と
し
て
仰

い
だ
は
ず

の
揚
雄
が
、
「
屈
原
賦
」
の
屡
に
入
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
何
ら
か
の
特

別

な
理

由
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
今
問
題
に
し
て
い
る

「大
人
賦
」
と
の
關
連
、
更
に
は
屈
原
批
判
と

の
關
係
が
考
え
ら

れ
る
。

「
揚
雄
賦
」
十
二
篇
の
内
容
を
み
た
場
合
、
顧
實
も

い
う
よ
う
に
直
接

「大
人
賦
」
に
關
係
す
る
作
品
は
な
い
。
あ
え
て
取
り
上
げ

れ
ば
、
表
現
の
類
似
か
ら

「
遠
遊
」
型
に
近
い

「
太
玄
賦
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
と

お

り
、
「
大
人
」

を
超
越
し
た

「
幽
玄
」
と
い
う
萬
物
の
根
源
を
解
い
た
辭
賦
で
あ
り
、
「
大
人
」
は
も
と
よ
り
、
屈
原
的
非
劇
の
ヒ
ー

ロ
1
も

存

在
し

な

い
。
む
し
ろ
屈
原
は
、
「
何
足
構
号
」
と
ま
で
否
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
幽
玄
」
の
原
理
を
絶

封

覗

し

た

「太
玄
賦
」

は
、
表
現
の
上
で
は

「
遠
遊
」
型
辭
賦
と
類
似
し
な
が
ら
も
、
「
屈
原
賦
」
の
属
か
ら
は
除
外
さ
れ
た

の

で
あ

る
。

つ
ま
り
、
「
屈
原

賦
」
の
屡
の
性
格
と
し
て
、
「楚
辭
」
と
い
う
表
現
テ
ク

ニ
ッ
ク
上

の
問
題
と
と

も

に
、
屈
原
と
い
う
悲
劇
の
ヒ
ー

ロ
ー
の
存
在
性
が

問
題
と
な
ろ
う
.
だ
か
ら
こ
そ
、
司
馬
相
如
を
慕
う
優
れ
た
辭
賦
を
残
し
た
揚
雄
で
さ
え
も
、
結
局
は
、
全
匿
と
し
て
も

「屈
原
賦
」

の
屡
か
ら
除
外
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
言
い
か
え
れ
ば
、
屈
原
の
攣
貌
で
あ
る

「大
人
」
を
描
き
え
な
か

っ
た
が
た
め
だ
と
も
い

え
る
。
以
上
、
考
察
し
て
き
た

「詩
賦
略
」
に
お
け
る
揚
雄
賦
の
性
格

へ
の
判
断
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
揚
雄
の
辭

賦

の
中

に

「大
人

賦
」
が
存
在
し
な
い
理
由
を
裏
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
更
に
こ
こ
で
も
う

一
黙
、
揚
雄
が

「屈
原
賦
」
の
屡
か
ら
除
外
さ
れ
る
理
由
を
考
え
、
「
大
人
賦
」
が
存
在
し
な

い
理
由
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を

明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
「
反
離
騒
」
、
「廣
騒
」
、
「眸
牢
愁
」
と
い
う

一
連
の
作
品
群
の
問
題
で
あ
る
。
い
ず
れ

も

屈
原

の

「離
騒
」
に
關
わ
る
作
品
で
あ
る
が
、
軍
に

「離
騒
」
を
模
擬
し
よ
う
と
し
た
の
で
は

な

い
。
「
反
」
は

「
反
復
」
、
「
廣
」
は

「接

大
」
の
意
味
だ
と
し
て
も
、
現
存
す
る

「反
離
騒
」
の
作
品
か
ら
み
て
、
逆
に
そ
れ
は
、
「
離
騒
」
に
封
し
反
駁
す

る
内
容

を

も

つ
。

窮
極
的
に
は
、
屈
原
そ
の
も
の
へ
の
批
判
な
の
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
「
大
人
」

へ
の
批
判
な
の
で
も
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
太
玄
賦
」

に
お
け
る
屈
原
に
封
す
る
見
方
と
同
様
に
、
「
屈
原
賦
」

の
屡
か
ら
除
外
さ
れ
る
決
定
的
理
由
と
な
ろ
う
。

以
上
、
「詩
賦
略
」
の

「
揚
雄
賦
」
に
封
す
る
判
断
か
ら
す
る
と
、
揚
雄
は
、
「
太
玄
賦
」
、
「
反
離
騒
」
を
根
擦
に
、
「
屈

原

賦
」
を

批
判
的
な
目
で
捉
え
た
上
、
そ
の
攣
貌
で
あ
る

「大
人
」
を
も
否
定
し
た
と
考
え
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
揚
雄
の
態
度
を
通
し
て
、
再
び
、
な
ぜ

「大
人
賦
」
が
漢
代
に
お
い
て
縫
承
さ
れ
な
か

っ
た
の
か
に

つ
い
て
考
え
て
み

る
と
、
つ
ま
り
、
辭
賦
文
學
の
中
に
屈
原
批
判
を
含
め
た
眞
實
を
追
求
す
る
學
問
の
観
鮎
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
更
に
は
そ
れ

が
現
實
の
政
治
思
想
を
も
辭
賦
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
、
「
大
人
」
は
不
要
の
も
の
と
な

っ
た
か
ら
な

の
で
あ
る
。

三

次

に

、
「
大

人

賦

」

が

縫

承
さ

れ

な

か

っ
た
代

り

に
出

現

し

た

、

「
遠

遊
」

型

の
辭

賦

に

つ
い

て
考

え

て

み

た

い
。

ま

ず

劉

散

(
しd
・
O
・

器

ゆ
ー
〉
・σ
』
ω
)

を

取

り

上
げ

る

。

劉

散

は
、

同
時

期

の
揚

雄

と

王
葬

と

の
關

わ

り

の
中

で

、

二

、

三

の
辭

賦

作

品

を
残

す
。

そ

の
創

作

に

お

い

て
、

揚

雄

ほ
ど

目

立

っ

た

活

躍

は

し

て

い
な

い
が

、

揚

雄
が

元
延

元
年

(
じd
●O
・
嵩
)

に
京

師

に
上

り

、

翌

年

、

は
な

ば

な

し

く

、

「
甘

泉

賦

」
、

「
河

東

賦

」
、
r

漢
代
辭

賦

の
推
移

(
中
村
)
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「校
猟
賦
」
を
作

っ
た
時
、
同
檬
に

「甘
泉
宮
賦
」
を
作

っ
て
い
る
。
そ
の
賦
の
内
容
は
、
揚
雄
と
同
じ
く
甘
泉
宮

に
お
け
る
頚
詞
で

あ

る
。
そ
し
て
、
建
平
三
年

(しd
・O
・恥)
に
揚
雄
が

「太
玄
賦
」
を
作

っ
た
の
に
封
し
、
そ
れ
よ
り
二
年
遡
る

建

平

元

年

(切
・O
・①
)

に
、
古
交
経
の
主
張
で
左
遷
さ
れ
た
際
、
「
途
初
賦
」
を
作

っ
た
。
こ
の
賦
に
は

「
大
人
」
は
存
在
し

な

い
。
そ
の
代
り
、
作
者
劉
散

(9
)

が

作
品
中
の
主
人
公
と
し
て
現
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
賦
を
作
る
き

っ
か
け
が
、
『古
文
苑
』
中
の

「
途

初

賦
」

の
序
に

よ
る
と
、
自
己
の
不
遇
に
よ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
経
緯
を
み
て
み
る
と
、
劉
敵
は
、
父
、
劉
向
の
學
問
を
受
け
縫
ぎ
、
學
術

的
作
業
を
す
る
中
で
、
古
文
経
の
學
問
を
主
張
し
た
。
そ
の
際
、
儒
者
師
丹
等
の
怨
み
を
買
い
、
五
原

(綴
遠
省
五
原
縣
)
に
左
遷
さ

れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
事
情

に
つ
い
て
『
漢
書
』
(36
)
劉
散
傳
に
次
の
と
お
り
説
明
す
る
。

及
散

(劉
散
)
親
近
、
欲
建
立

『
左
氏
春
秋
』
及

『
毛
詩
』
、
『
逸
禮
』
、
『
古
文
尚
書
』
、
皆
列
於
學
官
。
哀
帝
令
散
與

五
経

博

士
講
論
其
義
。
諸
博
士
或
不
肯
置
樹
、
歌
因
移
書
太
常
博
士
、
責
譲
之
日
、
…
…
、
其
言
甚
切
、
諸
儒
皆
怨
恨
。
…
…
、
散
由
是

杵
執
政
大
臣
、
爲
衆
儒
所
訓
、
催
諌
、
求
出
補
吏
、
爲
河
内
太
守
。
以
宗
室
不
宜
典
三
河
、
徒
守
五
原
、
後
復
轄
在
深
郡
、
歴
三

郡
守
。
敷
年
、
以
病
免
官
、
起
家
復
爲
安
定
屡
國
都
尉
。

こ
の
左
遷

の
際
、
作

っ
た
と
思
わ
れ
る

「
途
初
賦
」

の
内
容
は
、
劉
散
が
古
文
輕
主
張
に
反
樹
す
る
者
に
排
斥
さ
れ
た
不
満
を
懐
き

北
方

の
五
原
を
目
指
し
て
行
く
紀
行
で
あ
る
。
こ
こ
に
到

っ
て
、
は
じ
め
て

「離
騒
」
以
來
の

「遠
遊
」
型
辭
賦
が
、
現
實
の
不
遇
を

苦
し
む
士
大
夫
の
紀
行
文
に
攣
貌
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
同
時
に

「大
人
賦
」
の
攣
貌
で
も
あ
る
。
こ
の

「途
初
賦
」
の
表
現

ス
タ
イ
ル
は
、
基
本
的
に
は

「遠
遊
」
型
で
あ
る
が
、
作
者
自
身
の
紀
行
文
で
あ
る
た
め
に
、
立
ち
寄
る
先
々
の
土
地
の
情
景
描
爲
が

そ
れ
ま
で
の

「遠
遊
」
型
辭
賦
に
比
べ
は
な
は
だ
リ
ア
ル
で
あ
る
。
具
腱
的
に
は
、
我
身

の
進
む
べ
き
方
向
を
星
宿

に
よ

っ
て
定
め
た
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後

に
、

「
太

行
山

」

を
越

え
、

「
天

井

關

」

に

入

り

、
實

際

の
旅

が

開

始

さ

れ

る

。
そ

の
後

、

順

を

追

っ

て

「
高

都

」
、

「
長

子
」
、

「
屯

留
」
、
「
余

吾
」
、
「
下

脱
」
、
「
銅

軽
」
、
「
太

原
」
、
「
巫
日
陽
」
、
「
句

注
」
、
「
雁

門
」
、
「
雲

中

」

と

進

み

な

が

ら

、

そ

の
土

地

に
ま

つ
わ

る

歴

史

事

實

を

織

り

込

み

述

べ

て

い
く

。

た

と

え
ば

、
「
執

孫

劇

干

屯

留

号

、

救

王

師

於

余

吾

」

の

「
屯

留

」

に
ま

つ

わ

る

「
孫

劇

」

に

つ

(
10
)

い
て
は
、
『左
傳
』
襲
公
十
八
年
の
記
事
に
基
づ
き
、
「余
吾
」
に
ま
つ
わ
る

「王
師
」
に
つ
い
て
は
、
『
左
傳
』
成
公
元
年
の
記
事
に
基

づ

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
事
實
の
回
顧
を
は
じ
め
、
全
膿
と
し
て
は
宗
周
の
衰
退
を
次
の
よ
う
に
嘆
く
の
で
あ
る
。

背
宗
周
而
不
郎
号

筍
倫
樂
而
惰
怠

枝
葉
落
而
不
省
号

公
族
閲
其
無
人

日
不
俊
而
愈
甚
号

政
委
棄
於
家
門

載
約
履
而
正
朝
服
号

降
皮
弁
以
爲
履

寳
礫
石
於
廟
堂
号

面
随
和
而
不
眠

始
建
衰
而
造
齪
号

宗
周
に
背
く
も
邸

へ
ず

筍
楡
し
て
樂
し
み
、
惰
怠
た
り

枝
葉
落
つ
る
も
省
み
ず

公
族
閲
か
な
る
こ
と
其
れ
人
無
き
が
ご
と
し

日
々
俊
め
ず
愈
々
甚
し

政
は
家
門
に
委
棄
せ
ら
る

約
(絢
)
履
を
載
せ
て
朝
服
を
正
し

皮
弁
を
降
し
て
以
て
履
と
爲
す

礫
石
を
廟
堂
に
費
と
し

面
は
随
和
な
る
も
眠
ず

始
め
衰
建
り
て
臥
造
り
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公
室
由
此
途
卑

公
室
此
れ
由
り
途
卑
す

こ
こ
に
描
か
れ
た
宗
周
の
衰
退
が
、
直
接
、
劉
散
の
世
情
、
つ
ま
り
成
帝
か
ら
哀
帝

へ
移
る
不
安
定
な
情
況
を
意
識
し
た
も
の
で
あ

る
と
断
定
は
で
き
な
い
ま
で
も
、
紀
行
を
通
し
て
歴
史
事
實
を
回
顧
す
る
態
度
は
、
「
大
人
賦
」
は
も
と
よ
り
、
「
遠
遊
」
篇

の
よ
う
に
、

神
仙

へ
の
あ
こ
が
れ
を

「遠
遊
」
と
い
う
文
學
ス
タ
イ
ル
で
實
現
さ
せ
る
態
度
と
は
異
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
特
色
を
も
つ

「途
初
賦
」
も
、
遠
遊
の
目
的
地
ま
で
の
リ
ア
ル
な
情
景
描
窩
と
、
衰
退
し
た
宗
周
へ
の
嘆
き
を
述
べ
た
後
は
、
結
局
、
老
荘
思
想
に

我
身
を
委
ね
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

劉
敵
は
、
目
的
地

「
五
原
」
に
到
る
と
、
戦
國
時
代
の
趙
の

「
武
霊
王
」
や
同
じ

「趙
奢
」
の
遺
光
を
求
め
、
我
身
の
行
く
先
を
見

定

め
る
。

を
さ

於
是
勒
障
塞
而
固
守
号

奮
武
霊
之
精
誠

癒
趙
奢
之
策
慮
号

威
謀
完
乎
金
城

外
折
衝
以
無
虞
号

内
撫
民
以
永
寧

既
琶
容
以
自
得
号

唯
場
催
於
竺
寒

是
に
於
い
て
障
塞
を
勒
め
て
固
く
守
り

武
蜜
の
精
誠
を
奮
ふ

趙
奢
の
策
慮
を
捻
べ

威
謀
は
金
城
を
完

つ

外
は
折
衝
し
て
以
て
虞
ふ
る
無
く

内
は
民
を
撫
し
て
以
て
永
く
寧
ん
ず

既
に
琶
容
以
て
自
得
し

唯
だ
竺
き
寒
さ
を
蜴
罹
す

訪



仮
漕
温
之
元
室
号

源
濁
稜
於
太
清

反
情
素
於
寂
漠
号

居
華
農
之
冥
冥

玩
琴
書
以
條
暢
号

考
性
命
之
攣
態

運
四
時
而
覧
陰
陽
号

総
萬
物
之
珍
怪

錐
窮
天
地
之
極
攣
分

曾
何
足
乎
留
意

長
活
淡
以
灌
娯
号

固
賢
聖
之
所
喜

佼
と
し
て
温
の
元
室
に
潜
み

濁
薇
を
太
清
に
瀞
ふ

情
素
を
寂
漠
に
反
し

華
禮
の
冥
冥
に
居
る

琴
書
を
玩
び
以
て
條
暢
し

性
命
の
攣
態
を
考
ふ

四
時
を
運
ら
し
て
陰
陽
を
覧

萬
物
の
珍
怪
を
紹
ぶ

天
地
の
極
攣
を
窮
む
と
錐
ど
も

曾
ち
何
ぞ
意
を
留
む
る
に
足
ら
ん

長
く
悟
淡
と
し
て
以
て
灌
娯
す
る
は

固
よ
り
賢
聖
の
喜
ぶ
所
な
り

こ

こ

に
見

ら

れ

る

「
自

得
」
(
「荘

子
」
駐
栂
)
、

「
太

清

」

(
「
荘
子
」
天
運
)
、

「
寂

漠

」

(「
荘

子
」
刻
意
)
、

「
括

淡

」

(
「
老
子
」

31
)
等

の

軍

(11

)

語
を
は
じ
め
、
老
荘
思
想
に
關
わ
る
内
容
は
、
「大
人
賦
」
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
思
想
上

の
特
徴

で
あ

っ
た
。
尚
、
「
途
初
賦
」
に

「邸肉
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
中
に
登
場
す
る

「
大
人
」
は
、
老
荘
思
想
上
の

「大
人
」
で
あ
る
が
、
「途
初
賦
」
全
腱

に

お
け
る
主
人

公
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
「
大
人
賦
」
に
お
け
る

「大
人
」
の
あ
り
方
と
は
本
質
的
に
異
な
る
。
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結
局
、
「
途
初
賦
」
は
、
自
己
の
膣
験
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
は
い
る
が
、
最
終
的
な
身
の
置
き
場
所
を
老
荘
的
世
界
に
定

め

て
い

る
鮎
は
、
「
大
人
賦
」
や

「遠
遊
」
篇
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
「途
初
賦
」
に
到

っ
て
、
作
品
中
の
主
人
公
を
作
者
自
身
に
攣
貌
さ

せ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
公
的
宮
廷
文
學
と
し
て
攣
貌
し
て
い
っ
た
辭
賦
が
、
再
び
私
的
膣
験
文
學
に
逆
行
し
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
に
い
る
作
者
の
創
作
態
度
は
、
司
馬
相
如
の
よ
う
な
、
天
子
讃
美
第

一
主
義
の
態
度
と
も
、
王
褒
や
劉
向
の

「遠
遊
」

型

の
よ
う
な
、
屈
原
を
悲
劇
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
す
る
虚
構
文
學
の
態
度
と
も
異
な
る
。
こ
れ
に
比
べ
、
揚
雄
の

「
太
玄
賦
」
に
お
け
る
作

者

の
立
場
は
、
そ
れ
ま
で
の

「遠
遊
」
型
辭
賦
よ
り
明
確
に
さ
れ
て
は
い
る
が
、
作
品
全
膿
と
し
て
は
、
「太
玄
」
と
い
う
思

想

上
の

原
理
を
追
求
す
る
黙
に
重
黙
が
あ
る
。
そ
し
て
、
揚
雄
の
場
合
、
「
途
初
賦
」
の
よ
う
に
は
自
己
の
現
實
的
問
題
を
辭
賦
の
表

面

に
途

に
表
わ
さ
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
は
、
揚
雄
の
辭
賦
が
天
子
讃
美
第

一
主
義
の
司
馬
相
如
を
師
事
す
る
か
ら
で
あ
り
、
逆
に

「離
騒
」
の

テ
ー
マ
で
あ
る
屈
原
終
焉
に
封
す
る
讃
美
主
義
に
樹
し
て
は
否
定
的
で
あ

っ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
辭
賦
に
封
す

る
態
度
が
劉
敵
と
は
基
本
的
に
違
う
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
も
、
前
漢
末
、
や
が
て
王
葬
の
猫
裁
が
始
ま
ろ
う
と
す
る
頃
、
「
大
人
賦
」
か
ら
更
に
思
想
的
に
純
化

し

た

「太
玄
」
と

い
う

『易
』
の
理
論
に
言
及
す
る

「太
玄
賦
」
と
、
よ
り
自
己
の
膣
験
に
根
ざ
し
た
表
現
、
構
成
を
用
い
た

「途
初
賦
」
と
が
出
現
し

た
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
同
時
代
の
も
の
で
、
屈
原
が
悲
劇
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
る
こ
と

へ
の
疑
問
が
提
出
さ
れ
た
後
に
生
ま
れ
た
辭
賦

だ

つ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
遠
遊
」
型
の
辭
賦
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
作
品
内
部
の
主
人
公
と
、
そ
の
思
想
性

(
屈
原
否
定

に

立
つ

老
荘
思
想
)
と
か
ら
、
明
ら
か
に

「
大
人
賦
」
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
前
の

「遠
遊
」
篇
と
も
異
な
る
辭
賦
に
攣
貌
し
て
い
た
の
で
あ

る
Q
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四

次
に
、
揚
雄
の

「太
玄
賦
」
と
劉
散
の

「途
初
賦
」
以
後
の
情
況
を
見
て
み
た
い
。

哀
帝
期

(ごd
・O
・⑰ー
bd
・○
・一)
か
ら
平
帝
期

(A
・O
・一1
α)
に
入
る
と
、
中
央
の
政
界
は
王
奔
政
権

一
色
に
な
り
、
辭
賦
の
創
作

は
ほ

と

ん
ど
見
ら
れ
ず
、
そ
の
代
り
に
、
歴
史
を
學
問
的
に
研
究
す
る
風
潮
が
高
ま
る
。
ま
ず

は
、
劉
歌
が
元
始
中

(A
・O
払
ー
α)
に

『
三

統
暦
譜
』
を
著
わ
す
。
こ
の
著
作
も
王
葬
と
の
密
接
な
關
係
の
上
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
王
葬
と
劉
散
と
の
關
係

は
、
劉
散
が
五
原

に
左
遷
さ
れ
る
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
劉
散
は
、
哀
帝
が
崩
じ
た

(bd
・O
・一)
後
、
再
び
王
葬
を
通
じ
て
中
央

の
官
に
復

職

し

て

い
る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
『漢
書
』
(36
)
劉
歌
傳
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

會
哀
帝
崩
、
王
葬
持
政
。
葬
少
與
敵
(劉
散
)
倶
爲
黄
門
郎
、
重
之
、
白
太
后
.
太
后
留
敵
爲
右
曹
太
中
大
夫
、
遷
中
塁
校
尉
、

義
和
、
京
兆
サ
、
使
治
明
堂
辟
雍
、
封
紅
休
侯
。
典
儒
林
史
ト
之
官
、
考
定
律
暦
、
著

『
三
統
暦
譜
』
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
律
暦

へ
の
關
心
が
王
葬
の
政
治
的
野
心
と
關
わ

っ
て
い
た
こ
と
が
、
次
の

『漢
書
』
(
21

.
上
)
律
暦
志

・
上

の
冒
頭
か
ら
わ
か
る
。

至
元
始
中
王
葬
乗
政
、
欲
耀
名
轡
、
徴
天
下
通
知
鐘
律
者
百
触
人
、
使
義
和
劉
散
等
典
領
條
奏
、
言
之
最
詳
。

こ
の
王
葬
の
野
心
は
、
同
時
期
に
生
き
る
文
人
に
と

っ
て
た
だ
な
ら
ぬ
影
響
力
を
も

ち
、
濡
子
嬰
の
居
擾
元
年

(A
・O
・①
)
に

『
史

(
12
)

記
』
に
續
く
歴
史
書
編
纂
の
氣
運
を
興
す
原
因
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
氣
運
を
受
け
て
辭
賦
交
學
の
様
相
も
そ
れ
ま
で
と
は
違

っ

て
く
る
。漢

代
辭
賦
の
推
移

(中
村
)
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そ
の

一
例
と
し
て
、
揚
雄
の
場
合
を
塞
げ
る
と
、
王
葬
の
始
建
國
元
年

(A
・O
・㊤)
に
、
揚
雄
は

「
劇
秦
美
新
」

を
作
る
。
辭

賦

作

家
、
司
馬
相
如
の
辭
賦
を
模
範
と
す
る
揚
雄
が
、
「
子
虚

・
上
林
賊
」
の
よ
う
な
、
或
い
は
後
の
班
固
の

「
爾
都
賦
」
の
よ
う

な

國
家

讃
美
の
賦
を
作
ら
ず
、
な
ぜ
直
接
、
「劇
秦
美
新
」
と
い
う
直
叙
膿
を
用
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
序

(『交
選
』
牧
録
)
に
い
う

よ
う
に
、
司
馬
相
如
の
封
輝

一
篇
に
倣

っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
と
、
今

一
つ
、
先
に
見
た

「大
人
賦
」
に
内
在
す
る
思
想
性
の
問
題
と

の
關
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
揚
雄
は
、
老
荘
に
お
け
る

「
大
人
」
を
も
超
越
す
る

「
幽
玄
」

(陰
陽
の
原
理
)
を
絶

封

視
し

た
。
こ
れ
は
、
揚
雄
が
、
「
大
人
賦
」
を
含
め
た
辭
賦
全
般
が
國
家

の
存
亡
を
含
め
た
萬
物
の
現
象
の
根
源
に
鰯
れ
て
い
な
い

こ
,と

に

氣
つ

い
た
た
め
で
あ
る
。
當
然
、
揚
雄
は
、
「天
命
」
を
理
由
づ
け
に
擁
頭
し
た
王
葬
に
封
し
て
も
、
す
で
に
そ
の
よ
う
な
表

現

機
能

に
限
界
を
見
た
辭
賦
の
世
界
を
も

っ
て
し
て
は
讃
美
で
き
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
こ
の
政
治
上
の
混
風
と
過
去
の
歴
史

へ

の
關
心
の
高
ま
り
は
、
辭
賦
文
學
に
封
し
、
そ
の
創
作
と
實
質
的
効
用
の
無
關
係
さ
を
暴
露
し
た
と
も

い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
辭
賦
文

學

の
情
況
を
経
て
ど
の
よ
う
な
賦
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
ら
う
か
。

王
葬
政
権
の
崩
壌
に
と
も
な
い
、
光
武
帝
の
建
武

(A
・U
・謡
ー
鴇
)
の
時
代
が
始
ま
る
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
平
穏
な
政
治
が
も

ど
る

は
ず
は
な
く
、
各
地
の
行
政
面
に
お
い
て
も
不
安
定
な
状
態
が
續
く
。
こ
う
い
う
混
概
し
た
情
況
の
中
に

班

彪

(
A
・O
うωー
忽
)
が

い

た
。
光
武
帝
建
武
元
年

(〉
うO
』
α)、
班
彪
は
、
王
葬
敗
退
の
混
齪
期
に
長
安
を
離
れ
、
天
水

(甘
粛
省
甘
谷

縣
)

に
難

を
逃

が

れ

た
。
『
後
漢
書
』
(
39
)
班
彪
傳
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

(班
彪
)
年
二
十
絵
、
更
始
敗
、
三
輔
大
齪
。
時
院
鴛
擁
衆
天
水
、
彪
乃
避
難
從
之
。

(12

)

班
彪
は
こ
の
時
、
「
北
征
賦
」
を
作
る
。
王
葬
政
権
の
崩
壌
と
い
う
歴
史
事
實
を
目
の
あ
た
り

に
見

て
、
い
か
な

る
考
え
を
こ
の
賦
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に
託

し

た

の

で
あ

ら

う

か

。

余
遭
世
之
顛
覆
号

罹
填
塞
之
随
災

奮
室
滅
以
丘
嘘
号

曾
不
得
乎
少
留

途
奮
挟
以
北
征
号

超
絶
　
而
遠
遊

余
、
世
の
顛
覆
す
る
に
遭
ひ

填
塞
の
随
災
に
罹
り
ぬ

奮
室
滅
び
て
以
て
丘
櫨
た
り

曾
て
少
ら
く
も
留
ま
る
を
得
ず

途
に
挟
を
奮
ひ
以
て
北
征
し

絶
　
に
超
じ
て
遠
遊
せ
ん

こ
れ
は

「
北
征
賦
」
の
冒
頭
で
あ
る
が
、
賦

の
構
成
、
表
現
面
に
お
い
て
、
す
で
に
先
人
も
指
摘
す
る
ご

と

く
、
劉

散

の

「途
初

賦

」
を
踏
襲
し
た
と
こ
ろ
が
多

い
。
具
髄
的
に
は
、
「
途
初
賦
」
の
よ
う
に
、
長
安
を
離
れ
て
天
水
を
目
ざ

し
、
「
長
都
」
、
「
瓠
谷
」
、
・

「雲

門
」
、
「
郁
邪
」
、
「
赤
須
」
、
「
義
渠
」
、
「
安
定
」
、
「
泥
陽
」
、
「
彰
陽
」
と
た
ど
り
な
が
ら
、
そ
の
地
に
ま

つ
わ
る
歴
史
事
實
を
叙
述

し
て
い
く
。
ま
た
、
「
途
初
賦
」
と
の
類
似
句
の
中

で
も
、
「
劇
秦
」
に
關
す
る
句
、
「
北
征
賦
」
で
は

「
劇
蒙
公
之
疲
民
分
、
爲
彊
秦

乎

築
怨
」
と
表
現
す
る
句
は
、
「
途
初
賦
」
で
は

「
劇
彊
秦
之
暴
虐
号
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
「
劇
秦
」
と
い
う
問
題
に
班
彪
も
劉
敵

も
關
心
を
も

っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
歴
史
に
封
す
る
具
禮
的
な
観
鮎
を
全
膿
的
に
比
較
し
た

場

合
、
「北
征
賦
」

に
お
け
る
史
實
の
叙
述
は
、
『
史
記
』
に
基
づ
く
も
の
が
多
く
、
「
途
初
賦
」
の
場
合
、
宗
周
の
衰
退
を
中
心
に
し
た

『左
傳
』
か
ら
の

記

事
が
目
立

っ
た
。
そ
れ
は
、
班
彪
の
場
合
、
『
史
記
』
に
續
く
歴
史
書
を
編
纂
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
劉
散
の
場

合
、

古

文
経
と
の
關
係
か
ら
で
あ
る
。
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「
北
征
賦
」
中
に
お
け
る
主
人
公
は
、
作
者
の
班
彪
で
あ
る
が
、
最
終
的
な
自
己
感
情
の
獲
露
の
方
向
が

「途
初
賦
」
と
は
異
な
る
。

つ
ま
り

「
途
初
賦
」
が
、
最
終
的
に
、
遠
遊
す
る
我
身
の
行
く
先
を
老
荘
の
塵
生
観
に
委
ね
る
の
に
封

し
、
「
北
征
賦
」
は
、
我
身
の

行
く
先
に
迷
う
の
で
は
な
く
、
目
前
の
社
會
的
混
齪

へ
の
不
安
を
訴
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

夫
何
陰
騎
之
不
陽
号

夫
れ
何
ぞ
陰
喧
の
陽
ら
ざ
る
や

嵯
久
失
其
平
度

嵯
久
し
く
其
の
平
度
を
失
ふ

諒
時
運
之
所
爲
号

諒
に
時
蓮
の
爲
す
所

永
伊
欝
其
誰
憩

永
く
伊
欝
と
し
て
其
れ
誰
に
か
憩

へ
ん

「北
征
賦
」
は
、
こ
の
よ
う
に

「遠
遊
」
型
の
賦
で
あ

っ
て
も
、
賦
の
テ
ー
マ
は
、
作
者
が
歴
史
の
必
然
性
に
封
し
て
諦
観
す
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の

「L筒
」
で
は
、
『論
語
』
や

『周
易
』
に
基
づ
く
孔
子
の
言
葉
を
引
用
し
、
時
窮

っ
た
時
に
君
子
が
取
る

態

度
を

(
14
)

述

べ

る
。

夫
子
固
窮

遊
藝
文
号

樂
以
忘
憂

惟
聖
賢
号

達
人
從
事

有
儀
則
号

夫
子
固
よ
り
窮
す
れ
ば

藝
文
に
遊
ぶ

樂
し
み
以
て
憂
ひ
を
忘
る
る
は

惟
れ
聖
賢
な
り

達
人
は
從
事
す
る
に

儀
則
を
有
つ
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行
止
屈
申

與
時
息
号

君
子
履
信

無
不
居
号

難
之
蟹
額

何
憂
催
号

行
止
屈
申

時
と
與
に
息
す

君
子
信
を
履
み
て

居
ら
ざ
る
は
無
し

蟹
貌
に
之
く
と
錐
も

何
を
か
憂
催
せ
ん

こ
れ
は
、
「
大
人
」
の
神
仙
の
力
を
借
り
る
の
で
も
な
く
、
「
幽
玄
」
の
原
理
に
從
お
う
と
し
た
の
で
も
な
く
、
所
謂
、
経
典
に
い
う

聖
人
君
子
の
姿
に
準
擦
し
よ
う
と
す
る
儒
家
的
態
度
な
の
で
あ
る
。
「離
騒
」
以
來
、
「
遠
遊
」
篇
、
「
大
人
賦
」
、
「
途

初

賦
」
、
「太
玄

賦
」

の
い
ず
れ
も
が
、
老
荘
的
性
格
の
強

い
表
現
を
基
本
的
表
現
手
段
と
し
て
い
た
の
に
比
べ
る
と
、
辭
賦
に
反
映
さ
れ
た
思
想
の
鮎

か
ら
重
大
な
攣
貌
だ
と
思
わ
れ
る
。
「途
初
賦
」
に
お
い
て
、
す
で
に
歴
史

へ
の
關
心
の
高
ま
り
が
賦
全
艦
の
表
現
に
見
ら
れ

た

の
で

あ

る
が
、
自
己
の
行
く
先
を
老
荘
思
想
に
擦

っ
た
こ
と
は
、
ま
だ

「遠
遊
」
型
辭
賦
の
基
本
的
思
想
の
枠
内
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
と

す

る
と
、
「
北
征
賦
」
の
特
徴
は
、
『
史
記
』
を
意
識
し
た
歴
史

へ
の
關
心
が
、
更
に
儒
家
的
態
度
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
る
鮎
に
あ
る
と

い
え

る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ

「遠
遊
」
型
の
辭
賦
の
流
れ
の
上
で
、
後
漢
に
入
る
と
、
そ
の
根
底
に
あ

っ
た
老
荘
思
想
が
明
確
に
歴
史
観
と

し
て
攣
貌
し
、
更
に
、
辭
賦
全
膣
を
貫
く
精
紳
が
儒
家
的
態
度
と
し
て
表
面
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
が
後
の
班
固

へ
と
受
け
縫
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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五

班
固
は
、
辭
賦
文
學
史
の
上
で
は
、
「
雨
都
賦
」
を
も

っ
て
知
ら
れ
る

一
人
の
辭
賦
創
作
家
で
も
あ

る
。
そ

の
創
作
活
動
が
始
ま
る

の

は
、
建
武
三
十
年

(A
・O
・罐
)、
父
、
班
彪
が
望
都

(河
北
省
清
苑
縣
)
に
卒
し
、
郷
里
安
陵

(陳
西
省
威
陽
縣
)

へ
蹄

っ
た
年
で

あ
る
。
班
固
は
、
父
の
死
を
機
に
そ
の
歴
史
書
編
纂
の
事
業
を
受
け
縫
ぐ
こ
と
を
決
意
す

る
。
『後
漢
書
』
(
40
・
上
)
班
固
傳
で
は
、

そ
れ
に
つ
い
て

「
父
彪
卒
、
蹄
郷
里
。

固

(班
固
)
以
彪
所
續
前
史
未
詳
、

乃
漕
精
研
思
、
欲
就
其
業
。」
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の

時
、
「
幽
通
賦
」
を
作
る
。
「幽
通
」
の
テ
ー

マ
は
、
『
漢
書
』
に
注
を
施
し
た
劉
徳

(生
卒
年
不
明
)
が

「陳
吉
凶
性
命
、
途

明
己
之

意
」
と
説
明
す
る
と
お
り

『易
』
理
に
基
づ
く
、
運
命
論
の
究
明
で
あ
る
。
こ
の
賦
で
は
、
そ
の
テ
ー
マ
の
基
に
班
固
の
歴
史
観
が
述

べ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
直
接
に
は
父
、
班
彪
の

「
王
命
論
」
か
ら
の
影
響
が
強
い
つ
「
王
命
論
」
億
、
專
ら
漢
の
高
租

の
受
命

を

讃
美

し
た
論
讃
文
で
あ
り
、
そ
の
論
讃
の
根
底
に
、
火
徳
に
よ
る
受
命

の
正
統
性
の
主
張

(五
行
説
)
が
あ
る
。
そ
の

「
王
命
論
」
の

「
精

誠
通
於
神
明
」
や

「能
爲
鬼
神
所
福
饗
」
に
見
え
る

「精
誠
通
」
や

「
神
明
」
や

「鬼
神
」
と
い

っ
た

『易
』
の
理
念
は
、
「
幽
通
賦
」

に
お
い
て
も
、
歴
史
の
必
然
性
を
解
く
上
で
の
重
要
な
概
念
と

し

て
、
「糖
瀞
霊
而
感
物
号
、
砕
動
氣
而
入
微
」
や

「
非
粋
読
其
焉
瀞

分
、
筍
無
實
其
敦
信
」
の
よ
う
に
受
け
縫
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

『易
』
理
に
つ
い
て
は
、
「
幽
通
賦
」
の

「飢
」
に
到

つ
て
更

(
15

)

に
明
確
に
言
及
さ
れ
る
。

天
造
草
昧

天
の
造
す
こ
と
草
昧
に
し
て

立
性
命
分
・

性
命
を
立
つ



復
心
弘
道

心
を
復
し
道
を
弘
む
る
は

惟
聖
賢
号

惟
れ
聖
賢
な
り

渾
元
運
物

渾
元
物
を
運
ら
し

流
不
虜
号

流
れ
て
庭
ら
ず

こ
の
よ
う
に
、
「
幽
通
賦
」
で
は
、
「
王
命
論
」
に
述
べ
ら
れ
た
五
行
説
を
踏
ま
え
て
、
『易
』
理
に
基
づ
き
な
が
ら
歴

史
事
實
の
必

然

性
を
究
明
す
る
こ
と
が
中
心
的
要
素
で
あ
る
。
こ
の
黙
か
ら
い
え
ば
、
父
、
班
彪
の

「
北
征
賦
」
に
繋
る
も

の
で
、
ひ
い
て
は
劉
散

の

「
途
初
賦
」
に
も
繋
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
燈
の
表
現

ス
タ
イ
ル
の
上
か
ら
い
え
ば
、

ま
ず
、
「系
高
預
之
玄
冑
号
、
・氏
中
葉

之
柄
霊
。
翻
凱
風
而
蝉
蜆
号
、

雄
朔
野
以
麗
聲
。
皇
十
紀
而
鴻
漸
号
、
有
羽
儀
於
上
京
Q
」
と
い
う
自
己
の
組
先
の
顯
示
で
始
ま
る
鮎

は
、
「離
騒
」
の
冒
頭
の
手
法
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
展
開
も
、
紀
行
膣
、

及
び
遠
遊
的
手
法
は
用
い
て
い
な
い
。

ま
た
、

そ
れ
ま
で

見
る
こ
と
の
な
か
っ
た

「魂
梵
梵
與
神
交
号
、
精
誠
褒
於
宥
殊
。
夢
登
山
而
週
眺
号
、
蕨
幽
人
髪
髭
」
と
い
う

「幽
人
」
と
の
遭
遇
場

面

は
、
「
王
命
論
」
に
あ
る
高
祀
懐
妊
の
際

の

「
夢
與
神
遇
」
を
意
識
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
表
現

ス
タ
イ
ル
の
上
で

先

の
揚
雄
の

「太
玄
賦
」
や
劉
敵
の

「途
初
賦
」
と
異
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
辭
賦
全
匿
を
貫
く
精
神
と
い
う
鮎
か
ら

い

っ
て

も
、

「
幽
通
賦
」
が

「北
征
賦
」
と
同
様
、
君
子
を
意
識
し
た
儒
家
的
態
度
を
重
覗
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
あ
り
方
と
は
異
な
る
の
で

あ

る
。

た
と
え
ば
、
「
侯
草
木
之
匠
別
号
、
筍
能
實
其
必
榮
」
(『論
語
』
子
張

「
子
夏
聞
之
日
、
…
…
君
子
之
道
…
…
讐
諸
草
木
匿
以
別
　
」)
、

「
要
没
世
而
不
朽
号
、

乃
先
民
之
所
程
」
((『論
語
』
衛
震
公

「
子
日
、
君
子
疾
没
世
而
名
不
稻
焉
」)、

「護
先
聖
之
大
猷
号
、
亦
郡
徳
而
助

信
」
(『論
語
』
里
仁

「
子
日
、
徳
不
孤
、
必
有
鄭
」
・
『周
易
』
繋
辭
上

「
子
日
、
天
之
所
助
者
、
順
也
。
人
之
所
助
者
、
信
也
「」
)
等
が
そ
れ

で
あ
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る
。

つ
ま
り
、
「
大
人
賦
」
及
び
そ
の
後
の

「遠
遊
」
型
の
辭
賦
の
思
想
的
根
披
で
あ

っ
た
老
荘
思
想
に
擦
る
の
で

は
な
く
、
孔
子
の

儒

家
思
想
を
根
底
に
据
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
本
交
の
最
後

に
、
「
若
胤
彰
而
借
老
号
、
訴
來
哲
以
通
情
。
」
と
い
う
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
に
つ
い
て
、
唐
の
李
善

(A
・O
・①
ωo
ー
①
。。り)
は
、
「
言
人
若
欲
胤
彰
租
之
年
、
借
老
購
之
壽
、
當
訊
之
來
哲
、
與
之

通
情
、
非
己
所
慕
也
。
」
と
解
譯
す
る
。
つ
ま
り
、
老
荘
の
否
定
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
「
大
人
賦
」
以
後
の
辭
賦
を
、
「
遠
遊
」
と
い
う
表
現
ス
タ
イ
ル
に
着
目
し
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
が
、
「
大
人
」

の
存
在
が
、

そ

の
時
代
の
政
治
思
想
や
天
子
の
興
味
の
度
合
い
に
よ
り
辭
賦
の
主
人
公
と
し
て
で
は
な
く
な

っ
た
反
面
、
「
途
初
賦

」
や

「北
征
賦
」

の
よ
う
に
、
「
遠
遊
」
型
に
依
擦
し
、
自
己
の
膣
験
を
通
し
て
自
己
の
運
命
を
考
え
、

ま
た
、
時
勢
の
混
齪
を
歴
史
的
必
然
性
と
し
て

見

て
い
く
辭
賦
が
生
ま
れ
て
く
る
情
況
が
明
ら
か
に
な

っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
前
漢
末
期
か
ら
後
漢
初
期
に
か
け

て
の
辭
賦
文
學
の
動
向
は
、
直
接
に
は
班
彪
の

「北
征
賦
」
を
通
し
、
後
漢
中
期
の
班
固
に
受
容
さ
れ
、
「
幽
通
賦
」
と
し
て
提
出
さ

れ

た
。

し
か
ら
ば
、

こ
の

「幽
通
賦
」
に
表
現
さ
れ
た
歴
史
観
と
儒
家
的
態
度
は
、
班
固
に
よ
る
、
「
遠
遊
」
型
辭
賦
の
総
括
と
も
い

う

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
注
)

こ
の
頃

の
辭

賦
文

學

の
情
況
に

つ
い
て
は
、
岡
村
繁
氏

「
漢
初

に

お
け
る
辭
賦
文

學

の
勤
向
」

(
『
鳥
居
久
靖
先
生
華
甲
記
念
論
集
』

中
國

の
言
語
と
文
學

一
九
七

二

・
十

二
)
に
詳
し

い
。

福
永

光
司
氏

「
『
大
人
賦
』

の
思
想
的
系
譜
=
辭
賦

の
文
學

と
老

荘

の
哲
學
ー
」

(京
大
人
文
研

『
東
方
學
報
』

41

・
昭
和

45

・
3
)

や
竹

治
貞

夫
氏

『
楚
辭

研
究
』
第

六
章

「
遠

遊

の
成

立
」

(
昭
和

53

・
3
)

に
お
い
て
す

で
に
指
摘

が
あ
る
。

伊
藤
正
文
氏

「
所
謂

『
紀
行
』

の
賦

に

つ

い

て
=

『
途
初
賦
』
・

『
北
征
賦
』
を

め
ぐ

る
ー
」

(
『
小
尾

博
士
古
稀
記

念

中

國

學
論

集
』
昭
和

58

・
10
)

の
中

で
、

こ
の
期
間

の
辭
賦

、
特

に

「
途
初

賦
」
と

「
北
征
賦
」
と

を
中

心
に

「
紀
行
」

の
賦

の
文

學
史

的
位

菊



置
づ
け
が
な
さ
れ

て
お
り
、

こ
の
拙
論

「
漢
代
辭
賦

の
推
移
」

を

考
え

る
上

で
も
参
考

に
す

べ
き
貴
重
な
論

が
展
開

さ
れ

て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
更

に

「
大
人
賦
」

の
攣
貌

と
い
う
視
鮎

に
立

ち
考
察

し
て
み
た
。

前
掲
論
文

(
福

永
氏
と
竹

治
氏
)
及
び
竹
治

貞
夫
氏

「
楚
辭
遠
遊

文
學

の
系
譜

」
(『
小
尾
博

士
古

稀
記
念
中
國

學
論
集

』
昭
和
58

・

10
)
で
考

察
さ
れ
て
い
る
。

清

・
王
念
孫

『
讃
書
雑
志
』
漢
書
雑

志
に
捺

り
て

「
儒

」
を

「
傳
」

に
改

む
。

司
馬
遷

は

『
史

記
』
の
中

で
歴
史

と
天
命

に

つ
い
て
考

え
、
董
仲

箭

は

『
春

秋
繁
露

』
の
中

で
、
政
治
思
想

と
天
命

に

つ
い
て
考

え

た
。

劉
魏

『
文

心
離
龍
』

に
、
楊
雄

の
學
問

と
辭
賦

と
の
か
か
わ
り
を

評
償
し
た
と

こ
ろ
が
あ

る
。
才
略
篇

「
然
自
卿

(
相
如
)
淵

(
王

褻
)
巳
前

、
多
俊
才
而

不
課
學

、
雄

(
楊
雄
)
向

(
劉
向

)
以
後

、

頗
引
書

以
助
文

。

此
取
與
之

大
際

、

其
分

不
可
齪

者
也
。
」
事
類

篇

「
夫
経
典
沈
深
、
載
籍
浩
翻

、
實

至
言
之
奥

匿
、
而
才
思
之

耐、

皐
也
。
楊

(
楊
雄
)
班

(
班
固
)
以
下

、
莫

不
取
資

、
任
力
耕
糖

縦
意
漁
猟

。」

ま
た
、
楊
雄

の
賦

に

つ
い
て
は
、
町
田
三
郎

氏

「
楊

雄

の
賦

に

つ
い
て
」

(『
中
國
詩
人
論
』
岡
村
繁

教
授
退
官

記
念
論

集
、
昭
和

61

・
10
)
を
参
考

に
し
た
。

漢
代
辭
賦
の
推
移

(中
村
)

清

・
顧
實

『
漢
書
藝
文
志
講
疏
』

(商

務
印
書
館

獲
行
)

の

「
四

・

詩
賦
略

、
屈

原
賦

二
十
五
篇
」

に
い
う
。
以
下
、
顧
實

の
意
見

は

こ
れ
に
基
づ
く

。

『古
文
苑

』
巻
五
、

劉
歌

「
途
初
賦
」

の
序

に
お

い
て
、

こ
の
作

品

の
成

立
理

由
に

つ
い
て
述

べ
る
。
「
途
初
賦
者
、
劉
歌
所
作
也
。

(中
略

)
歌
好

『
左

氏
春

秋
』
欲
立
於
學
官

。
時
諸
儒
不
聴
。
歌

乃
移
書
太
常
博

士
、
責
譲

深
切

、
爲
朝
廷
大

臣
非
疲

、
求

出
補
吏

、

爲

河
内
太
守

。
又
以
宗
室

不
宜
典
三
河
、
徒
五
原
太
守
。
是
時
朝

政

巳
多
失
　

。
歌
以
論
講
、
見
排
損

、
志
意

不
得
、
之
官
、
経
歴

故

習
之

域
、
感
今
思
古

、
途
作
斯
賦
、
以
歎
往
事
而
寄
己
意
。
」

「孫
輸

」

に
つ
い
て
は
、
『左

傳
』
裏
公
十
八
年

「
夏
、
否
人
執
衛

行

人
石
買
干
長
子

、
執
孫
脇
干
純
留

、

爲
曹
故
也
。
」

と

あ

り
、

「
王
師
」

に

つ
い
て
は
、

『左

傳
』
成
公
元
年

「
元
年
春

、

習
侯

使
暇
嘉

平
戎
干
王

、
軍
裏
公

如
晋
拝
成
、
劉
康
公
微
戎

、
將
途
伐

之

、
叔
服

日
、
背

盟
而
欺
大
國
、
此
必
敗
、
背
盟

不
祥
、
欺
大
國

不
義

、
紳
人
弗
助

、
將
何
以
勝

。
不
聴
。
途
伐
茅
戎
、
三
月
癸
未

、

敗

績
予
徐
吾

氏
。
…
…
秋
、
王
人
來
告
敗
。
」

と
あ

る
。

前

掲
論
文

(福

永
氏
)
で
、
『
楚
辭
』
遠
遊
篇

の
中

の
老

荘

に
基

づ

く
、
も

し
く
は
老
荘
と
關
連
す
る
表
現

を

逐

一
拾

わ

れ

て

い

る
。

『
後

漢
書

』
(
40

・
上
)
班
彪
傳

「
武
帝
時
、
司
馬
遷
著

『
史
記
』
、
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中
國
文
學
論
集

第
十
五
號

自
太
初
以
後

、
闘

而
不
録

、
後
好

事
者
頗
或
綴
集
時
事

、
然
多
鄙

俗
、
不
足
以
踵
縫

其
書

。」

の
唐

・
李
賢

注

に

「
好
事
者
謂
楊
雄

、

劉
歌
、
陽
城
衡
、
楮
少
孫

、
史
孝
山
之
徒
也
。
」
と

い
う
。

(
13
)
『
文
選
』
(
李
善
注
)

巻
九

・
「
北
征
賦
」
に
は
李
善
注

に
、
巫
日
・
摯

虞

の

「
文
章

流
別
論
」

を
引

い
て
、
「
更
始
時
、
班
彪
避
難
涼
州
。

獲
長
安
、

至
安
定

、
作

北
征
賦
也
。
」
と

い
う
。

(
14
)

た
と
え
ば

、
「夫

子
固
窮

」
は

『
論

語
』
衛
震
公

「
子

日
、
君

子

固
窮

、
小
人
窮
斯
濫
矣

」

に
基
づ

き
、
「
遊
藝

文
号
」

は

『
論
語
』

(
15
)

述
而

「
子
日
、
志
於
道
、
嫁
於
徳
、
依
於
仁

、
遊
於
藝

」

に
基
づ

き

、
「樂
以
忘
憂
」

は

『
論
語
』
述
而

「
子

日
、
女
昊

不
日
、
其
爲

人
也
「
護
憤
忘
食
、
樂
以
忘
憂
、
不
知
老
之
將
至
也

云
爾
」

に
基

づ
く

。

た
と
え
ば
、
「
天
造
草
昧
」

は
、
『
周
易
』
屯

「
象

日
、
屯
剛
柔
始

交

而
難
生

、
動
乎
険
中
。
大
亨
貞

、
雷

雨
之
動
漏

盈
。
天
造
草
昧

、

宜
建

侯
而
不
寧
。
」

に
基
づ
く
。
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